
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

講演をする林事務局長 
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５
月
19
日
（
金
）
市
立
労
働

会
館
に
お
い
て
、
２０１７
若
手
・
新

任
役
員
研
修
交
流
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
地
域
連
合
加
盟
組
織

23
労
組
、
34
名
が
参
加
し
ま
し

た
。
▼
今
回
は
「
労
働
組
合
の
活

動
を
伝
わ
る
よ
う
に
伝
え
よ
う
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
研
修
を
行
い
ま

し
た
。
▼
講
演
会
と
し
て
連
合
神

奈
川 

林
事
務
局
長
に
お
越
し

い
た
だ
き
、
「
組
合
の
発
信
力
を

強
化
。
さ
ら
な
る
顔
の
見
え
る
運

動
へ
」
と
題
し
、
時
代
に
即
し
た

伝
え
方
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

「政策制度要求と提言」 

８月２２日に川崎市へ

提出。その後、各地区で

提出します！ 

講
演
後
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を

行
い
「
共
感
を
呼
ぶ
政
治
活
動
と

は
」
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
グ
ル

ー
プ
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
▼
交

流
会
は
、
焼
肉
「
食
道
園
」

h
ttp

://sy
o
k

u
d

o
e
n

.co
m

/

で

開

催
し
、
異
業
種
の
参
加
者
た
ち
と

談
笑
し
な
が
ら
情
報
共
有
を
行

い
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。 
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2017
年
７
月
14
日(

金)

～
15

日

(

土)

に
か
け
て
川
崎
地
域
連
合
議

員
懇
談
会 

第

12

回
総
会
／
第

10

回
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
▼
こ
の
会
議
は
川
崎
市
内
の
各

級
議
員
が
主
体
に
な
り
、
地
域
連
合

役
員
と
の
情
報
共
有
に
努
め
、
よ
り

良
い
協
力
関
係
の
構
築
を
目
的
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
衆
議
院

議
員
１
、
参
議
院
議
員
１
、
県
議
会

５
、
市
議
会
９
、
総
支
部
長
１
、
地

域
連
合
18
名
が
出
席
し
ま
し
た
。 

地域連合 

 

 

 

グループワークをする参加者 

グループワークを発表する参加者 
 

 

 

総
会
の
冒
頭
で
、
雨
笠
会
長
（
麻

生
区 

市
議
会
）
よ
り
、
日
頃
の

議
員
団
活
動
へ
の
協
力
に
感
謝
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
る
と
と
も
に
、

本
日
は
地
域
連
合
と
の
意
見
交
換

な
ど
を
通
じ
て
さ
ら
に
交
流
を
深

め
た
い
旨
の
挨
拶
が
さ
れ
ま
し

た
。
▼
続
い
て
、
綱
島
顧
問
（
地

域
連
合
議
長
）
よ
り
、
議
員
の
み

な
さ
ま
に
は
メ
ー
デ
ー
、
ク
ラ
シ

ノ
ソ
コ
ア
ゲ
応
援
団
な
ど
連
合
運

動
へ
の
ご
協
力
に
感
謝
し
ま
す
と

述
べ
た
後
、
川
崎
市
長
選
に
つ
い

て
、
川
崎
地
域
連
合
の
現
時
点
で

の
対
応
や
考
え
方
を
議
員
団
に
伝

え
ま
し
た
。
▼
ま
た
、
笠
衆
議
院

議
員
（
神
奈
川
第
9
区
）
か
ら
、

都
議
選
後
の
国
政
情
勢
な
ど
を
う

か
が
い
ま
し
た
。
▼
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
連
合
神
奈
川 

金
井
副
事
務

局
長
を
講
師
に
迎
え
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

に
見
る
労
働
組
合
の
役
割
」
を
テ

ー
マ
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
、
内
容
に
つ
い
て

理
解
で
き
た
と
た
い
へ
ん
好
評
で

し
た
。
▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
解
説
は
裏

面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

 

恒例となっている焼肉交流会 

挨拶をする雨笠会長 挨拶をする綱島顧問 セミナーの講師をする 
金井副事務局長 



 

 

 

 

パネリスト 枝野衆議院議員 

   

2015
年
９
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
国

連
本
部
で
「
国
連
持
続
可
能
な
開

発
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
150
を

超
え
る
加
盟
国
首
脳
が
参
加
し

「
我
々
の
世
界
を
変
革
す
る
：
持

続
可
能
な
開
発
の
た
め
の
2030
ア
ジ

ェ
ン
ダ
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
人
間
、
地

球
及
び
繁
栄
の
た
め
の
行
動
計
画

と
し
て
、
17
の
目
標
と
169
の
タ
ー

ゲ
ッ
ト
か
ら
な
る
「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
（S

u
st
ai
na
bl
e 

D
e
ve
lo
pm
en
t 
Go
al
s

（S
DG
s

））」

と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
▼

日
本
は
、
内
閣
府
が
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

実
施
指
針
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

指
針
で
は
労
働
組
合
に
対
し
て
も

役
割
発
揮
が
期
待
さ
れ
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。
▼
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実

施
指
針
『
労
働
組
合
は
、
社
会
対

話
の
担
い
手
と
し
て
、
集
団
的
労

使
関
係
を
通
じ
た
適
正
な
労
働
条

件
の
確
保
を
は
じ
め
、
労
働
者
の

権
利
確
立
・
人
権
・
環
境
・
安
全
・

平
和
な
ど
を
求
め
る
国
内
外
の
取

組
を
通
じ
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・
ワ

ー
ク
の
実
現
や
持
続
可
能
な
経
済

社
会
の
構
築
に
重
要
な
貢
献
を
果

た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
政

府
・
地
方
自
治
体
に
お
け
る
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
の
関
連
施
策
の
立
案
・
実
施

に
際
し
、
労
働
組
合
の
参
加
と
対

話
を
引
き
続
き
推
進
し
て
い
く
。』

▼
川
崎
地
域
連
合
と
し
て
も
「
2018

年
度
政
策
・
制
度
提
言
と
要
求
」

か
ら
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
ア
イ
コ
ン
表
示

を
付
け
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は 

第
２
部
は
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
。
パ
ネ
リ
ス
ト
と
し
て
、

枝
野
衆
議
院
議
員
、
市
川
第
10
区

総
支
部
長
、
綱
島
議
長
。
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
は
門
倉
議
長
代
行
。

テ
ー
マ
は
「
野
党
共
闘
に
つ
い

て
」
、
「
先
日
の
都
議
会
議
員
選
挙

を
受
け
て
」
、
「
来
る
衆
議
院
議
員

選
挙
に
向
け
て
」
の
3
点
に
つ
い

て
パ
ネ
ラ
ー
に
伺
い
ま
し
た
。 

冒
頭
、
枝
野
議
員
か
ら
「
な
ぜ

市
川
よ
し
子
な
の
か
、
な
ぜ
民
進

党
な
の
か
、
こ
の
多
聞
善
塾
を
き

っ
か
け
に
腑
に
落
ち
て
、
応
援
し

て
ほ
し
い
」
と
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
。 

野
党
共
闘
に
つ
い
て
枝
野
議
員

は
「
野
党
協
力
で
あ
り
、
こ
ち
ら

か
ら
す
り
寄
ら
な
い
、
考
え
方
を

譲
ら
な
い
。
自
分
た
ち
の
綱
領
・

政
策
の
違
い
を
は
っ
き
り
出
し
た

う
え
で
、
考
え
方
が
合
う
部
分
だ

け
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
ス

タ
ン
ス
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、

支
援
し
て
く
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に

説
明
が
足
ら
な
い
と
こ
ろ
は
反
省

し
て
い
る
」
と
述
べ
ま
し
た
。
▼

ま
た
、
民
進
党
の
支
持
率
が
低
い

こ
と
に
つ
い
て
は
「
日
本
全
国
を

見
れ
ば
数
字
は
バ
ラ
バ
ラ
で
、
自

民
党
と
拮
抗
し
て
い
る
地
方
も
あ

る
。
つ
ま
り
そ
の
地
方
に
信
頼
さ

れ
て
い
る
議
員
が
い
る
か
ど
う

か
。
そ
の
意
味
で
、
川
崎
の
支
持

率
を
上
げ
る
た
め
に
は
市
川
さ
ん

の
支
持
率
を
上
げ
る
こ
と
に
尽
き

る
」
な
ど
と
明
確
で
ブ
レ
の
な
い

答
弁
が
展
開
さ
れ
理
解
が
深
ま
っ

た
多
聞
善
塾
と
な
り
ま
し
た
。 

７
月
24
日
（
月
）
、
市
立
労
働

会
館
に
て
川
崎
地
域
連
合
版
「
多

聞
善
塾
」
を
開
催
し
、
83
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
神
奈
川
県
議
会
議

員
で
民
進
党
神
奈
川
県
第
10
区

総
支
部
長
の
市
川
よ
し
子
氏
、
衆

議
院
議
員 

枝
野
幸
男
氏
を
迎

え
、
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
▼
講
演

は
市
川
議
員
よ
り
「
日
本
の
抱
え

る
現
状
と
課
題
そ
し
て
国
政
に
臨

む
決
意
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
お
話

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
ず
は
自
己

紹
介
か
ら
入
り
、
川
崎
で
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
や
政
治
を
志
す
き
っ

か
け
な
ど
話
さ
れ
、
そ
の
後
、
国

政
に
望
む
決
意
と
し
て
「
社
会
保

障
」
「
地
域
の
活
性
化
」
「
教
育
改

革
」「
外
交
安
全
保
障
」
に
取
り
組

み
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

 

最
低
賃
金
に
は
、
地
域
別
と
特

定
の
２
種
類
が
あ
り
ま
す
。
地
域

別
最
低
賃
金
は
、
産
業
や
職
種
に

関
わ
り
な
く
、
都
道
府
県
内
の
事

業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
、
各
都
道
府
県
に
１
つ

ず
つ
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
連
合

神
奈
川
は
、
県
内
に
働
く
す
べ
て

の
労
働
者
代
表
と
し
て
交
渉
に
望

ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
特
定
最
低

賃
金
は
、
特
定
の
産
業
に
つ
い
て

設
定
さ
れ
て
い
る
最
低
賃
金
で

す
。
▼
前
者
の
２０１７
交
渉
は
使
用

者
・
公
益
・
労
働
の
三
者
で
協
議

さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
労
働
側
と

公
益
側
が
賛
成
、
使
用
者
側
は
反

対
し
ま
し
た
が
、
神
奈
川
地
方
最

低
賃
金
審
議
会
（
本
審
）
で
労
働

側
の
主
張
が
通
り
、
昨
年
９３０
円
か

ら
26
円
引
き
上
げ
956
円
で
結
審

し
、
労
働
局
へ
答
申
し
ま
し
た
。
10

月
1
日
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。 

ご紹介 

 

  

 

 

 

  

コーディネーター 門倉議長代行 

講演･パネリスト 市川神奈川県 
第 10 区総支部長 

ＳＤＧｓ（エスディージーズ） 

１７の目標アイコン 


